
学びのデザインシート（授業前）

主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【商業／経済活動と法】

１．対象（実施を想定する学校・生徒の実態の概要）

３年共通選択の授業で、○○科と△△科の生徒が選択している。全体的にこちらからの問いかけ

に対して発言をする生徒が多いが、特に△△科の生徒は、学ぶ意識も高く積極的に参加している。

他教科でもグループワークを経験しているため、事例から結論を考える場面でも学習済みの単元か

ら答えを導き出すことができ、積極的に意見を出し合う姿が見られる。

今後も生徒に主体性を持たせながら授業を展開していきたい。

２．単元名「６章 企業の責任と法」（全５時間）本時第１時「法令遵守」

３．単元で育成を目指す資質・能力

４．本時の目標

法令遵守とコンプライアンスの重要性を理解する。企業などが社会に与える影響を考察できる

ようにする。

５．授業展開【 単元 】 ※本時または単元いずれかに○を付けてください。

知識及び技術

・法令遵守の重要性について理解している。

・事件発覚後の企業の行動について理解している。

・の技能を身に付けている。

思考力，判断力，

表現力等

・法令を遵守して企業活動を行うことの重要性を理解し、そのためにはどのよう

な取り組みが必要か、試行を深めている。

・法令について判断し企業としての取り組みを表現できている。

学びに向かう

力，人間性等

・コンプライアンスについて関心を持ち、自分が企業の一員であると想定しなが

ら、意欲的に学習しようとする態度を身に付けている。

解決したい課題や問い

・自分が企業の社員だとして、不祥事を起こさないためには、どのような行動をとるべきか、あな

たの考えを表現しよう。

・法令遵守の大切さを考えよう。

考えるための材料

資料Ａ

不祥事の事例(スライド・発問)

事前学習のワークシート(法令

遵守とは？不祥事を起こした

企業の事例について)

スライド

本日の発問・企業の顛末

ワークシート

それぞれの発問に対して、自分

とグループの意見をまとめ、全

体の意見も共有する

想定される活動

・事前学習で調べた企業が、大きな不祥事を起こした事に驚く

・事件を起こしたら、商品が販売中止になるはず。でも、その商品が販売されているのはおかしい?

・企業が販売を続けられるように改善策をとった。

対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス）

導入１：最近のニュースで「企業の不祥事」で知っていることは？

導入２：前回のワークシートをもとに「法令遵守とは」の空欄を埋める。

＊課題の提示

・４人のグループで、各自が考えた意見をグループ内で発表しながら課題に取り組む

「①消費者が、この企業の問題に気付かないのはなぜだろう？」「②社員の立場で、なぜこのような問



題が起きたか考えよう」「③不祥事を起こさない、起きないようにするには？【消費者ができることは

何か？】【社員ができることは何か？】」

グループ内で個々の意見を出し合い、班の意見をまとめ全体で共有する。

・消費者：「行政に訴える」「業者に情報公開に求める」

・企 業：「コミュニケーションがこの企業には足りない」「社長が会社を独占してるから？」「ルールを

守らなけいけないけどそれができない」「企業は社会の中にあるのだからルールや法律は守らなければ

だめ」

「法を破った社員をクビにする」「大手の企業に買収してもらう」

ワークシートに加筆修正

まとめ：該当企業が受けた行政処分等を提示する（スライド）

まとめを記入

就職し、企業で働くことを踏まえて考える。「近い将来、企業に就職し働くようになる。企業の一員

として何ができるのか、何をしなければならないのか，あなたの考えを教えてください。」

提出

学習の成果（予想される生徒のあらわれ）

・法律を守ることは当たり前だから、その会社で守らなければならない法やルールは守る。

・自分が社長だったら○○について気を付ける。不祥事を見逃さない、内部告発をした人を守る。

・不祥事が起きないように、お互いに法やルールを守る。

・社内での「法令遵守」が大切だ。 （Ｂ評価）


